
内灘砂丘地で採れる「ラッキョウ」を地元の人々に広めたい 

 ～地域の方と協力して、地域のためになることを目指して・・・～ 

 

 内灘町には、河北潟の干拓地における酪農と並び、砂丘地を利用した野菜農業が今もな

お行われています。水はけがよいこの地では、サツマイモなどのほか、ラッキョウも栽培

されています。 

 

 本校料理同好会メンバーは、今回この“ラッキョウ”に注

目し、まちおこしグループ「おいＣまち内灘」の方々、内灘

町社会福祉協議会の協力の下、何か地元地域の人々が喜んで

下さることはないか、その思いや気持ちを形にする場をつく

ることにしました。 

 まず、初回 7 月 24 日（火）には、内灘町白帆台地区にあ

る観光農園へ出向き、ラッキョウの収穫作業を体験させてい

ただき、どのように栽培され、収穫されるのかを教えていた

だきました。 

 

 収穫したラッキョウのうち大き

な粒のものは、8 月下旬から秋にか

けて植えつける種球として残し、残

りは学校へ持ち帰って、カレーの具

やトッピングとして調理しました。

また、おいＣまち内灘のみなさんか

ら、ラッキョウの酢漬けを使ったタルタルソースの作り方を教わり、揚げ物に添えていた

だきました。 生徒の中には、ラッキョウを「見たことがない」「酢漬けは家の人が食べて

いるけど私は食べたことがない」などと話しており、身近にある野菜でありながら、なじ

みがない様子でした。 

 

この日は10～15粒ほどをそれぞれ家

庭に持ち帰り、ラッキョウを使ったレシ

ピをそれぞれで考えてくることになり

ました。今後もおいＣまち内灘の方々、

社会福祉協議会の方々の協力を得なが

ら継続的に活動を進め、みなさんに報告

したいと思います！！ 
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